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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　壁部材に設けられた支持部と、
　前記壁部材の前記支持部側に設けられたアンカーと、
　前記支持部によって支持される被支持部と、前記アンカーとの接触により伸縮が規制さ
れる被規制部とが、前記壁部材側に形成された化粧材と、
　を有し、
　前記被規制部は、前記化粧材の前記壁部材側の側面から前記壁部材側へ延在する延出部
と、該延出部から前記側面に沿って延在すると共に前記側面と対向配置され、前記アンカ
ーが挿入される孔部が形成された板状の対向部と、を有する化粧材の取付構造。
【請求項２】
　前記支持部は、前記壁部材に取付けられ前記壁部材に沿って延設された第１板部と、該
第１板部の延設方向の下端部から前記化粧材側に突出された突出部と、該突出部の該延設
方向の下端部から該延設方向に沿って延設された第２板部と、を有し、
　前記アンカーは、前記第２板部に隣接して設けられている請求項１に記載の化粧材の取
付構造。
【請求項３】
　前記アンカーは、前記化粧材の長手方向の両端部と対向する位置に配置され、
　前記被規制部が前記化粧材の前記両端部に形成された請求項１又は請求項２に記載の化
粧材の取付構造。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、化粧材の取付構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１の化粧材の取付構造では、取付金具が壁面に固定されている。また、取付金
具に化粧材が載せ掛けられた状態で、化粧材がドリルビスで取付金具に固定されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特許第３９４５６４７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１の構成では、化粧材の熱による伸縮を抑制するために化粧材をドリルビスで
固定しているが、ドリルビスが化粧材の表側に露出しており、化粧材の意匠性が低下して
いる。換言すると、化粧材の熱による伸縮を抑制すると共に意匠性の低下を抑制するには
、改善の余地がある。
【０００５】
　本発明は、化粧材の熱による伸縮を抑制すると共に化粧材の意匠性の低下を抑制するこ
とができる化粧材の取付構造を得ることが目的である。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　第１態様に係る化粧材の取付構造は、壁部材に設けられた支持部と、前記壁部材の前記
支持部側に設けられたアンカーと、前記支持部によって支持される被支持部と、前記アン
カーとの接触により伸縮が規制される被規制部とが、前記壁部材側に形成された化粧材と
、を有する。
【０００７】
　第１態様に係る化粧材の取付構造では、化粧材の被支持部が支持部によって支持される
ことで、化粧材が壁部材に取付けられる。ここで、化粧材が熱により伸縮（伸長又は収縮
）する状態となったときに、化粧材の被規制部がアンカーと接触することで化粧材の伸縮
が規制されるので、化粧材の伸縮を抑制することができる。さらに、被規制部は、化粧材
の壁部材側に形成されているので、化粧材の表面側からは視認されない。これにより、壁
部材に取付けられた化粧材の意匠性の低下を抑制することができる。
【０００８】
　第２態様に係る化粧材の取付構造の前記被規制部は、前記化粧材の前記壁部材側の側面
から前記壁部材側へ延在する延出部と、該延出部から前記側面に沿って延在すると共に前
記側面と対向配置され、前記アンカーが挿入される孔部が形成された板状の対向部と、を
有する。
【０００９】
　第２態様に係る化粧材の取付構造では、対向部に形成された孔部の縁とアンカーとが接
触することにより、化粧材の伸縮が抑制される。ここで、対向部は、板状とされ、化粧材
と間隔をあけて配置されるので、化粧材の一部を肉厚にして有底の穴部を形成した構成に
比べて、化粧材の質量が増加するのを抑制することができる。
【００１０】
　第３態様に係る化粧材の取付構造の前記支持部は、前記壁部材に取付けられ前記壁部材
に沿って延設された第１板部と、該第１板部の延設方向の下端部から前記化粧材側に突出
された突出部と、該突出部の該延設方向の下端部から該延設方向に沿って延設された第２
板部と、を有し、前記アンカーは、前記第２板部に隣接して設けられている。
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【００１１】
　第３態様に係る化粧材の取付構造では、支持部の下部を構成する第２板部に隣接してア
ンカーが設けられる。つまり、支持部の下端に合わせてアンカーが設けられるので、上下
方向におけるアンカーの位置出し作業をし易くすることができる。
【００１２】
　第４態様に係る化粧材の取付構造の前記アンカーは、前記化粧材の長手方向の両端部と
対向する位置に配置され、前記被規制部が前記化粧材の前記両端部に形成されている。
【００１３】
　第４態様に係る化粧材の取付構造では、化粧材の長手方向の両端部に被規制部が形成さ
れている。これにより、化粧材の長手方向の中央部に被規制部を形成した構成に比べて、
化粧材の長手方向の全体の収縮が規制されるので、複数の化粧材を長手方向に平継ぎした
ときに平継ぎ部に隙間が形成されるのを抑制することができる。
【発明の効果】
【００１４】
　第１態様に係る化粧材の取付構造では、化粧材の熱による伸縮を抑制すると共に化粧材
の意匠性の低下を抑制することができるという優れた効果を有する。
【００１５】
　第２態様に係る化粧材の取付構造では、化粧材の質量が増加するのを抑制することがで
きるという優れた効果を有する。
【００１６】
　第３態様に係る化粧材の取付構造では、上下方向におけるアンカーの位置出し作業をし
易くすることができるという優れた効果を有する。
【００１７】
　第４態様に係る化粧材の取付構造では、複数の化粧材を長手方向に平継ぎしたときに平
継ぎ部に隙間が形成されるのを抑制することができるという優れた効果を有する。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本実施形態に係る化粧材の取付構造が用いられたバルコニーの一部を示す断面図
である。
【図２】本実施形態に係る化粧材の取付構造を示す断面図である。
【図３】本実施形態に係る化粧材の平継ぎ部を示す正面図である。
【図４】（Ａ）本実施形態に係る化粧材の裏側を示す部分斜視図である。（Ｂ）本実施形
態に係る化粧材の表側を示す部分斜視図である。
【図５】本実施形態に係る支持部材の下側にアンカーを取付ける状態を示す部分斜視図で
ある。
【図６】本実施形態に係る支持部材に化粧材を取付ける状態を示す断面図である。
【図７】本実施形態に係る化粧材の被規制部とアンカーとが接触する状態を示す説明図で
ある。
【図８】（Ａ）比較例の化粧材の取付構造を用いた化粧材の平継ぎ部を示す部分斜視図で
ある。（Ｂ）比較例の平継ぎ部に隙間が生じる状態を示す部分斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　本実施形態に係る化粧材の取付構造の一例について説明する。
【００２０】
〔全体構成〕
　図１に示すユニット住宅のバルコニー１０は、床部１２と、床部１２の周囲に立設され
た腰壁部１４と、腰壁部１４に設けられた化粧材の取付構造３０とを主要部として構成さ
れている。なお、以後の説明では、バルコニー１０の１つの腰壁部１４において、バルコ
ニー１０の内外方向をＸ方向（図中の矢印Ｘ）、バルコニー１０の長手方向をＹ方向（図
中の矢印Ｙ）、バルコニー１０の高さ方向をＺ方向（図中の矢印Ｚ）と称する。Ｘ方向、



(4) JP 6745651 B2 2020.8.26

10

20

30

40

50

Ｙ方向及びＺ方向は、互いに直交する。
【００２１】
　床部１２は、図示しない床大梁及び床小梁を含んで構成されている。また、床部１２は
、Ｘ方向及びＹ方向に沿って広がっている。
【００２２】
　腰壁部１４は、腰壁柱としてのバルコニー束１６と、バルコニー束１６のＸ方向の外側
の面に配置された図示しない腰壁外板と、バルコニー束１６のＸ方向の内側の面に配置さ
れた腰壁内板１８と、を含んで構成されている。バルコニー束１６は、Ｚ方向に沿って、
床部１２に立設されている。バルコニー束１６のＹ方向側面には、フレーム２２が溶接に
より接合されている。フレーム２２は、Ｙ方向に延在しており、Ｘ－Ｚ断面がＸ方向の外
側に向けて開口する断面Ｕ字状に形成されている。また、フレーム２２には、Ｘ方向に貫
通されビス２８及びビス２９が締結される締結孔が形成されている。
【００２３】
　腰壁内板１８は、Ｙ－Ｚ面に沿って広がる板であり、フレーム２２のＸ方向の内側の側
面のＺ方向の上端部にタッピングスクリュー２４で固定されている。また、フレーム２２
のＸ方向の内側の側面のＺ方向の下部には、床防水材２６が固定されている。なお、フレ
ーム２２及び床防水材２６は、壁部材の一例である。
【００２４】
　床防水材２６は、Ｙ方向に見て断面Ｌ字状に形成された板状の部材で構成されており、
Ｙ－Ｚ面に沿った縦壁部２６Ａと、縦壁部２６ＡのＺ方向の下端部からＸ方向の内側へＸ
－Ｙ面に沿った底壁部２６Ｂとを有する。縦壁部２６Ａは、フレーム２２よりもＺ方向の
下側へ延在している。また、縦壁部２６Ａには、ビス２８が締結される締結孔２６Ｃと、
ビス２９が締結される締結孔２６Ｄとが形成されている。締結孔２６Ｄは、締結孔２６Ｃ
よりもＺ方向の下側に形成されている。縦壁部２６ＡのＺ方向の上部は、Ｘ方向の内側か
らフレーム２２に重ねられ、ビス２８及びビス２９で固定されている。
【００２５】
〔要部構成〕
　次に、化粧材の取付構造３０について説明する。
【００２６】
　図２に示すように、化粧材の取付構造３０は、支持部の一例としての支持部材３２と、
アンカー３４と、化粧材３６とを有する。なお、本実施形態では、一例として、支持部材
３２と床防水材２６との間に止水材３９が設けられている。
【００２７】
＜支持部材＞
　支持部材３２は、Ｙ方向に長い長尺状の部材である。また、支持部材３２は、一例とし
て、塩ビの鋼板で構成されており、内水切下地材として用いられている。塩ビの鋼板とは
、冷間圧延鋼板又は亜鉛めっき鋼板の両面又は片面に塩化ビニル樹脂を塗装又は被覆した
鋼板である。さらに、支持部材３２は、床防水材２６のＺ方向の上部に止水材３９を挟ん
でＸ方向の内側から重ねられている。支持部材３２は、Ｙ方向に見て、１枚の板材が４箇
所で折り曲げられた形状とされており、第１板部４２と、突出部４４と、第２板部４６と
を有する。
【００２８】
（第１板部）
　第１板部４２は、Ｚ方向を短手方向、Ｙ方向を長手方向とする矩形板状に形成されてい
る。また、第１板部４２のＺ方向の上端は、床防水材２６のＺ方向の上端よりもＺ方向の
上側に位置している。第１板部４２のＺ方向の下端は、床防水材２６の締結孔２６Ｃより
もＺ方向の下側に位置している。第１板部４２のＺ方向の長さをＬ１とする。さらに、第
１板部４２には、Ｘ方向に貫通した貫通孔４３が形成されている。貫通孔４３の大きさは
、ビス２８の軸部を挿入可能で頭部が挿入されない大きさとされている。ここで、第１板
部４２は、止水材３９を介してビス２８により床防水材２６に取付けられ、床防水材２６
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に沿って延設されている（延設の一例として、第１板部４２は床防水材２６に沿って直立
している）。Ｚ方向は、延設方向の一例である。
【００２９】
（突出部）
　突出部４４は、第１板部４２のＺ方向の下端部からＸ方向の内側（後述する化粧材３６
側）へ向けて突出された部位である。具体的には、突出部４４は、上壁４４Ａと、縦壁４
４Ｂと、下壁４４Ｃとを有する。上壁４４Ａは、Ｙ方向に見て、第１板部４２のＺ方向の
下端部からＸ方向に沿ってＸ方向の内側へ向けて延在している。上壁４４ＡのＸ方向の長
さは、一例として、腰壁内板１８（図１参照）のＸ方向の長さよりも短い。
【００３０】
　縦壁４４Ｂは、Ｙ方向に見て、上壁４４ＡのＸ方向の内側端部からＺ方向に沿ってＺ方
向の下側へ向けて延在している。縦壁４４ＢのＺ方向の長さは、上壁４４ＡのＺ方向の長
さよりも短い。下壁４４Ｃは、Ｙ方向に見て、縦壁４４ＢのＺ方向の下端部からＸ方向に
沿ってＸ方向の外側（床防水材２６側）へ向けて延在している。下壁４４ＣのＸ方向の長
さは、一例として、上壁４４ＡのＸ方向の長さと略同じ長さである。
【００３１】
（第２板部）
　第２板部４６は、突出部４４のＺ方向の下端部（下壁４４ＣのＸ方向の外側端部）から
Ｚ方向に沿ってＺ方向の下側に延在している。また、第２板部４６は、Ｚ方向を短手方向
、Ｙ方向を長手方向とする矩形板状に形成されている。さらに、第２板部４６のＺ方向の
下端は、フレーム２２のＺ方向の下端よりもＺ方向の上側に位置している。第２板部４６
のＺ方向の長さＬ２は、一例として、第１板部４２のＺ方向の長さＬ１よりも短い。なお
、第２板部４６のＺ方向の長さＬ２が第１板部４２のＺ方向の長さＬ１以上の長さであっ
てもよい。
【００３２】
＜アンカー＞
　アンカー３４は、床防水材２６のＸ方向の内側（支持部材３２側）でかつ支持部材３２
よりもＺ方向の下側に、第２板部４６に隣接して設けられている。また、図３に示すよう
に、アンカー３４は、後述する化粧材３６のＹ方向の一端部３７Ａ及び他端部３７Ｂ（両
端部）と対向する位置に配置されている。さらに、アンカー３４は、後述する化粧材３６
の平継ぎ部４１に対してＹ方向の一方側と他方側とに配置されている。言い換えると、２
つのアンカー３４は、平継ぎ部４１をＹ方向に挟んで配置されている。なお、アンカー３
４は、化粧材３６と同等以上の強度を有する材料で構成され、一例として、溶融亜鉛－ア
ルミニウム－マグネシウム合金めっき鋼板で構成されている。
【００３３】
　図５に示すように、アンカー３４は、奥壁５２と、側壁５４及び側壁５５と、上壁５６
とを有する。奥壁５２は、Ｙ－Ｚ面に沿うと共にＹ方向を長手方向とする矩形状に形成さ
れている。また、奥壁５２は、第２板部４６とＺ方向に並んでいる。奥壁５２の中央部に
は、Ｘ方向に貫通した円形の貫通孔５３が形成されている。貫通孔５３の大きさは、ビス
２９の軸部を挿入可能で頭部が挿入されない大きさとされている。
【００３４】
　側壁５４及び側壁５５は、同じ形状及び同じ大きさとされており、Ｙ方向に見て、Ｘ方
向を長手方向としＺ方向を短手方向とする矩形状に形成されている。また、側壁５４及び
側壁５５は、奥壁５２のＹ方向両端部からＸ方向の内側へ向けて、Ｘ－Ｚ面に沿って延在
している。側壁５４と側壁５５は、Ｙ方向に対向している。側壁５４及び側壁５５のＺ方
向の長さは、奥壁５２のＺ方向の長さと同じにされている。
【００３５】
　上壁５６は、Ｚ方向に見て、Ｙ方向を長手方向としＸ方向を短手方向とする矩形状に形
成されている。また、上壁５６は、奥壁５２のＺ方向の上端部からＸ方向の内側へ向けて
、Ｘ－Ｙ面に沿って延在している。さらに、上壁５６は、側壁５４のＺ方向の上端部と側
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壁５５のＺ方向の上端部とをＹ方向に繋いでいる。このように、側壁５４、側壁５５及び
上壁５６は、Ｘ方向に見て、Ｚ方向の下側に向けて開口したＵ字状に形成されている。ま
た、側壁５４、側壁５５及び上壁５６で囲まれる空間の大きさは、ビス２９の頭部を収容
可能な大きさとされている。
【００３６】
＜化粧材＞
　図３に示すように、化粧材３６は、Ｙ方向の長さが少なくとも支持部材３２のＹ方向の
長さ以上とされ、Ｙ方向に長い長尺状の部材である。また、化粧材３６は、一例として、
アルミニウムの押出し成型により形成されている。さらに、化粧材３６は、支持部材３２
及びアンカー３４に対してＸ方向の内側から重ねて配置されている。なお、化粧材３６の
Ｘ方向の内側が表側であり、Ｘ方向の外側が裏側である。
【００３７】
　図１及び図４（Ｂ）に示すように、化粧材３６は、Ｙ方向に見て、Ｚ方向に沿った上縦
壁３６Ａと、上縦壁３６ＡのＺ方向の下端部からＸ方向の内側へ延在する横壁３６Ｂと、
横壁３６ＢのＸ方向の内側端部からＺ方向の下側へ延在する下縦壁３６Ｃとを有する。言
い換えると、化粧材３６は、Ｙ方向に見て、横壁３６ＢのＸ方向両端部で折り曲げられ、
横壁３６Ｂを段差とするクランク状に形成されている。
【００３８】
　上縦壁３６ＡのＺ方向の上端部には、Ｘ方向の外側へ向けてＸ方向に延在する板状のフ
ランジ３６Ｄが形成されている。フランジ３６Ｄは、化粧材３６と支持部材３２との間に
雨水等が浸入するのを抑制する機能を有する。また、上縦壁３６Ａのフランジ３６Ｄより
もＺ方向の下側でかつＸ方向の外側には、Ｙ方向に見た断面がＬ字状の補強部３６Ｅが形
成されている。下縦壁３６ＣのＺ方向の長さは、支持部材３２のＺ方向の長さとアンカー
３４のＺ方向の長さとの和よりも長くなっている。
【００３９】
　図２及び図４（Ａ）に示すように、下縦壁３６ＣのＸ方向の外側（支持部材３２及びア
ンカー３４と対向する側であり床防水材２６側）の側面３８には、被支持部６２及び被規
制部６４が形成されている。
【００４０】
（被支持部）
　被支持部６２は、下縦壁３６ＣのＺ方向の略中央部に形成されている。また、被支持部
６２は、Ｙ方向に見て、側面３８からＸ方向の外側へ向けてＸ方向に沿って延在する第１
壁部６２Ａと、第１壁部６２ＡよりもＺ方向の下側で側面３８からＸ方向の外側へ向けて
Ｘ方向に沿って延在する第２壁部６２Ｂとを有する。言い換えると、被支持部６２は、Ｙ
方向に見て、第１壁部６２Ａ、下縦壁３６Ｃ及び第２壁部６２Ｂが、Ｘ方向の外側に向け
て開口した断面Ｕ字状に形成されている。
【００４１】
　図２に示すように、第１壁部６２Ａ及び第２壁部６２Ｂは、Ｙ方向を長手方向として延
在している。また、第１壁部６２Ａ及び第２壁部６２ＢのＸ方向の長さは、支持部材３２
の上壁４４Ａ及び下壁４４ＣのＸ方向の長さよりも短い。さらに、第１壁部６２Ａと第２
壁部６２ＢとのＺ方向の間隔は、支持部材３２の上壁４４ＡのＺ方向の上端から下壁４４
ＣのＺ方向の下端までの長さと略同じ長さである。これにより、被支持部６２は、支持部
材３２と嵌合（係合）されるようになっている。また、被支持部６２が支持部材３２と嵌
合されることで、化粧材３６が支持部材３２に支持されるようになっている。
【００４２】
（被規制部）
　図３に示すように、被規制部６４は、化粧材３６のＹ方向の一端部３７Ａ及び他端部３
７Ｂ（両端部）に形成されている。具体的には、図２及び図４（Ａ）に示すように、被規
制部６４は、第２壁部６２Ｂと、対向部の一例としての対向壁６６とを有する。本実施形
態の第２壁部６２Ｂは、被支持部及び延出部の一例であり、被支持部としての機能と延出
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部としての機能とを備えている。
【００４３】
　図２に示すように、対向壁６６は、第２壁部６２ＢのＺ方向の下面におけるＸ方向の略
中央部から、側面３８に沿ってＺ方向に延在すると共に、側面３８とＸ方向に対向配置さ
れた板状の壁である。対向壁６６のＹ方向の長さは、アンカー３４のＹ方向の長さよりも
長くかつ支持部材３２のＹ方向の長さと略同じ長さとなっている。また、対向壁６６には
、Ｘ方向に貫通した孔部６８が形成されている。なお、支持部材３２に化粧材３６が取付
けられかつアンカー３４が孔部６８に挿入された状態において、アンカー３４のＸ方向端
部と化粧材３６の側面３８との間には隙間がある。
【００４４】
　図７に示すように、孔部６８は、Ｘ方向に見て長方形状に形成されている。また、孔部
６８は、アンカー３４をＸ方向に挿入可能な大きさとされている。孔部６８にアンカー３
４を挿入した状態（化粧材３６（図２参照）の取付け状態）において、孔部６８の縁とア
ンカー３４との間隔は、Ｚ方向の間隔に比べてＹ方向の間隔が狭くなっている。これによ
り、化粧材３６がＹ方向に伸縮したときに、アンカー３４の側壁５４又は側壁５５と孔部
６８の縁（内壁）とが接触するようになっている。つまり、被規制部６４の孔部６８がア
ンカー３４と接触することにより、化粧材３６のＹ方向の伸縮が規制されるようになって
いる。
【００４５】
＜止水材＞
　図２に示すように、止水材３９は、Ｘ方向に重ねられた防水シート３９Ａとシール材３
９Ｂとを含んで構成されている。また、止水材３９のＺ方向中央部及び上部は、支持部材
３２と床防水材２６とで挟まれている。止水材３９のＺ方向の下部は、アンカー３４と床
防水材２６とで挟まれている。防水シート３９Ａは、一例として、クロロプレンゴムで構
成されている。また、防水シート３９Ａは、フレーム２２のＺ方向の上端部から床防水材
２６のアンカー３４が設けられる部位までをＸ方向の内側から覆っている。シール材３９
Ｂは、一例として、板状のＥＰＤＭ（エチレン－プロピレン－ジエンゴム）と、ＥＰＤＭ
をＸ方向の内側から覆うブチルテープとで構成されている。
【００４６】
＜比較例＞
　図８（Ａ）には、本実施形態の化粧材の取付構造３０（図１参照）に対する比較例とし
て、化粧材の取付構造２００が示されている。化粧材の取付構造２００は、本実施形態の
化粧材の取付構造３０において、アンカー３４及び被規制部６４（図２参照）が取除かれ
た構成とされている。本実施形態の化粧材の取付構造３０と同様の構成については、同じ
符号を付与して説明を省略する。
【００４７】
　化粧材の取付構造２００は、支持部材３２に化粧材２０２の被支持部２０４が嵌合され
ることで、化粧材２０２が支持部材３２に取付けられている。また、２つの化粧材２０２
は、Ｙ方向に並んで平継ぎされ、平継ぎ部２０６を形成している。
【００４８】
　図８（Ｂ）に示すように、比較例の化粧材の取付構造２００では、一例として、外気温
の低下により化粧材２０２がＹ方向に収縮したとき、化粧材２０２の収縮を規制する手段
が無いので、平継ぎ部２０６に隙間が生じる。また、比較例の化粧材の取付構造２００で
は、平継ぎ部２０６に隙間が生じた場合に２つの化粧材２０２を外側からテープを貼るな
どしてＹ方向に繋ぐと、化粧材２０２の意匠性が低下することになる。
【００４９】
〔作用〕
　次に、本実施形態の作用について説明する。
【００５０】
（化粧材の取付）
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　図６に示すように、フレーム２２、床防水材２６、止水材３９及び支持部材３２が、ビ
ス２８により共締めされ固定される。続いて、支持部材３２のＺ方向の下側に隣接してア
ンカー３４が配置され、アンカー３４がビス２９によりフレーム２２、床防水材２６及び
止水材３９に固定される。続いて、化粧材３６の被支持部６２が、支持部材３２の突出部
４４にＸ方向の内側から外側へ向けて嵌合される。そして、被支持部６２が支持部材３２
（突出部４４）によって支持されることで、化粧材３６がフレーム２２及び床防水材２６
に取付けられる。このとき、化粧材３６の孔部６８にアンカー３４が挿入される。
【００５１】
　ここで、化粧材の取付構造３０では、支持部材３２のＺ方向の下部を構成する第２板部
４６に隣接してアンカー３４が設けられる。具体的には、支持部材３２の下端となる第２
板部４６の下面にアンカー３４の上壁５６の上面を接触させた状態で、アンカー３４がビ
ス２９によりフレーム２２、床防水材２６及び止水材３９に固定される。このように、支
持部材３２の下端（下面）に合わせてアンカー３４が設けられるので、Ｚ方向におけるア
ンカー３４の位置出し作業をし易くすることができる。
【００５２】
　また、アンカー３４が支持部材３２の第１板部４２よりもＺ方向の長さが短い第２板部
４６に隣接して設けられているので、アンカー３４が第１板部４２に隣接して設けられた
構成に比べて、アンカー３４と支持部材３２とが近づく。このため、化粧材３６の被支持
部６２を支持部材３２に取付けると共に被規制部６４の孔部６８にアンカー３４を挿入す
るときに、アンカー３４に対する被規制部６４のＹ方向及びＺ方向の位置合せの作業をし
易くなる。これにより、支持部材３２への化粧材３６の取付け作業を簡単に行うことがで
きる。
【００５３】
　図３に示すように、複数の化粧材３６を順次、支持部材３２に取付けることにより、化
粧材３６の平継ぎ部４１が形成される。
【００５４】
（化粧材の伸縮）
　図３に示す化粧材の取付構造３０では、外気温の変動等により化粧材３６に作用する熱
が変化し、化粧材３６が常温（２５〔℃〕）よりも低い低温状態又は常温よりも高い高温
状態となったとき、化粧材３６がＹ方向及びＺ方向に伸縮する。化粧材３６のＺ方向の伸
縮については、Ｚ方向に隣り合う化粧材が無いため、化粧材３６の取付け状態に影響しな
い。
【００５５】
　一方、図７に示すように、化粧材３６がＹ方向に伸縮したとき、化粧材３６の被規制部
６４（孔部６８の縁）がアンカー３４と接触する。アンカー３４は化粧材３６との接触に
よりＹ方向の力Ｆを受けるが、アンカー３４は固定されているため移動しない。そして、
化粧材３６にＹ方向の反力－Ｆが作用すると共に化粧材３６のＹ方向の伸縮が規制される
。これにより、既述の比較例に比べて、化粧材３６のＹ方向の伸縮を抑制することができ
る。
【００５６】
　さらに、図２に示すように、被規制部６４は、化粧材３６の床防水材２６側に形成され
ているので、化粧材３６の表面側（Ｘ方向の内側）からは視認されない。これにより、被
規制部６４が化粧材３６の表面側に露出する構成に比べて、床防水材２６に取付けられた
化粧材３６の意匠性の低下を抑制することができる。
【００５７】
　化粧材の取付構造３０では、既述のように、対向壁６６に形成された孔部６８の縁とア
ンカー３４とが接触することにより、化粧材３６のＹ方向の伸縮が抑制される。ここで、
対向壁６６は、Ｘ方向を厚さ方向とする板状とされ、化粧材３６の側面３８とＸ方向に間
隔をあけて配置されている。このため、化粧材の取付構造３０では、化粧材３６の一部を
Ｘ方向に肉厚にして該肉厚の部分に有底の穴部を形成した構成に比べて、Ｙ方向の伸縮の
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規制に必要な対向部の体積を減らせるので、化粧材３６の質量が増加するのを抑制するこ
とができる。
【００５８】
　また、図３に示すように、化粧材の取付構造３０では、化粧材３６の長手方向であるＹ
方向の両端部に被規制部６４が形成されている。これにより、化粧材３６の長手方向の中
央部に被規制部６４を形成した構成に比べて、化粧材３６の長手方向全体の収縮が規制さ
れるので、複数の化粧材３６を長手方向に平継ぎしたときに、平継ぎ部４１に隙間が形成
されるのを抑制することができる。
【００５９】
　なお、本発明は上記の実施形態に限定されない。
【００６０】
　化粧材の取付構造３０は、フレーム２２及び床防水材２６に設けられたものに限らず、
フレーム２２のみ又は床防水材２６のみに設けられたものであってもよい。また、建物に
おける化粧材の取付構造３０を設ける場所は、バルコニーに限らず、建物における他の化
粧材を取付ける場所であってもよい。
【００６１】
　化粧材３６は、対向壁６６に換えてＺ方向の下部をＸ方向に肉厚として、該肉厚の部位
に凹部を形成して、該凹部にアンカー３４が挿入されるものであってもよい。
【００６２】
　支持部材３２は、Ｙ方向の長さが化粧材３６のＹ方向の長さよりも短いものであっても
よい。また、支持部材３２は、第１板部４２のＺ方向の長さが第２板部４６のＺ方向の長
さよりも長いものであってもよい。さらに、支持部材３２に凸状の突出部４４に換えて凹
状の部位を形成し、化粧材３６に凹状の被支持部６２に換えて凸状の部位を形成して、こ
れらを嵌合させ、支持部材３２により化粧材３６を支持させてもよい。また、支持部は、
支持部材３２のように壁部材とは別体の部材とされて壁部材に設けられるものに限らず、
予め壁部材と一体に構成されたものであってもよい。
【００６３】
　アンカー３４は、第１板部４２に隣接して設けられていてもよい。また、アンカー３４
は、第１板部４２及び第２板部４６に隣接して設けられていてもよい。さらに、アンカー
３４は、第１板部４２又は第２板部４６に接触するものに限らず、第１板部４２又は第２
板部４６から離れて配置されたものであってもよい。加えて、アンカー３４は、Ｘ方向に
見てＵ字状のものに限らず、板状、筒状、棒状であってもよい。また、アンカー３４の形
状は、四角形状に限らず、多角形状又は円形状であってもよい。
【００６４】
　さらに、アンカー３４は、化粧材３６の長手方向の両端部と対向する位置に配置された
ものに限らず、化粧材３６の長手方向の両端部よりも中央側の部位と対向する位置に配置
されたものであってもよい。
【符号の説明】
【００６５】
２２　フレーム（壁部材の一例）
２６　床防水材（壁部材の一例）
３０　化粧材の取付構造
３２　支持部材（支持部の一例）
３４　アンカー
３６　化粧材
４２　第１板部
４４　突出部
４６　第２板部
６２　被支持部
６２Ｂ　第２壁部（被支持部及び延出部の一例）
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６４　被規制部
６６　対向壁（対向部の一例）
６８　孔部

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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